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(57)【要約】
【課題】走行の安全性を高めることを特徴とする自動車
安全投影ライトの提供。
【解決手段】自動車安全投影ライトは、主に一つの外殻
体部と、一つの投射光源と、一つのレンズヘッドにより
構成され、自動車の車内や車体外に取り付けるものであ
り、該レンズヘッドに一つのレンズを内設し、また投射
光源をレンズ後方に取り付けると、投射される光線はレ
ンズを経て変化し、また一種の警告表示作用を持つ光線
、文字、図形に変換する。これにより、ウィンカー、ブ
レーキランプ、故障表示、走行説明、エスオーエス等の
安全補助信号とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一つの外殻体部と、一つの投射光源と、一つのレンズヘッドにより構成され、自動車の
車内や車体外に取り付けて、車窓や地面に投影照射を行い、
該レンズヘッドに一つのレンズを内設し、また投射光源をレンズ後方に取り付け、これに
より投射される光線はレンズを経て変化し、一種の警告表示作用を持つ光線、文字、図形
に変換することを特徴とする自動車安全投影ライト。
【請求項２】
　前記のレンズは、数個の平行並列する柱形レンズであることを特徴とする請求項１記載
の自動車安全投影ライト。
【請求項３】
　前記のレンズは、くり貫きの文字や図形を有する一つの凸レンズであることを特徴とす
る請求項１記載の自動車安全投影ライト。
【請求項４】
　前記のレンズは、一つの光透過性の液晶ディスプレイであり、該レンズ上の文字や画像
は一つの集積回路によって制御されて画像表示されることを特徴とする請求項１記載の自
動車安全投影ライト。
【請求項５】
　前記のレンズヘッドは柱状を成し、一つの外殻体部の上に架け渡し配置され、その上下
投射角度を調節でき、更に、一つの外殻体部によって自動車の適当箇所に固定もしくは粘
着し、同時にレンズヘッド後方に設けた投射光源に連接する電線は、自動車内の関連する
制御回路と相互に接続することを特徴とする請求項１記載の自動車安全投影ライト。
【請求項６】
　前記外殻体部は、一つの設置台と、一つのレンズ台と、一つの外殻により構成され、そ
の内のレンズ台は設置台上に跨り配置枢着され、更に、外殻によって包み込まれ、設置台
と結合して一体となり、並びに該レンズ台によってレンズヘッドを固定することを特徴と
する請求項５記載の自動車安全投影ライト。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は一種の自動車安全投影ライトに関するものであり、特に一種の自動車上に取り
付け可能で、並びに自動車のライト信号回路と接続使用する投影式走行車安全補助ライト
であり、それは走行車が警告表示する文字や図案を路面や車窓上に投影する。例えば、左
折、右折、ブレーキ、故障、緊急等の信号であり、事故の発生を防止し自動車の安全性を
高める。
【背景技術】
【０００２】
　公知の自動車本体にはウィンカー、ブレーキランプが備えられており、故障時には故障
を示す看板等を立てて置かなければならず、これにより、自動車は前述の配備があれば基
本的には走行時の安全上の需要を満たすことになる。しかし現在、道路上を走行する車両
は徐々に増え、スピードも速くなり、別の車両に遮られるか死角に入ることも常に生じて
おり、自動車上の標準配備だけに頼るのでは実際に明らかに不足感がある。よって、一種
の公知の自動車を補助する安全警告表示設備の提供が実に大きな必要性を持っている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　本案の考案者は、前述の公知の自動車の安全警告表示ライト又はその他の警告表示設備
には研究開発刷新の空間と需要があると考え、精神を込めて研究を続け、並びに個人の該
製品の設計と製造に従事した長年の経験を積み重ね、終に、一種の斬新的な自動車安全投
影ライトを生み出した。
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【０００４】
　本考案の目的は、一種の自動車安全投影ライトを提供することにあり、それは、自動車
上に元々有る制御回路に接続して、ドライバーの操作動作（例えば、ウィンカーを出す、
ブレーキを踏む、警告表示ライトを付ける、臨時停止等）に応じて、自動的に警告表示の
光線、文字、画像を比較的目立つ車窓や地面上に投射し、走行の安全性を向上させる構造
である。
【０００５】
　前述の目的を達成する為に、本考案の自動車安全投影ライトは、一つの外殻体部と、一
つの投射光源と、一つのレンズヘッドにより構成され、自動車の車内や車体外に取り付け
て、車窓や地面に投影照射を行う。その特徴は、該レンズヘッド内に一つのレンズを設け
、また投射光源はレンズ後方に取り付けてある故、投射される光線はレンズによって変化
し、一種の警告表示作用を持つ光線、文字、図形に変換することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の考案は、一つの外殻体部と、一つの投射光源と、一つのレンズヘッドにより
構成され、自動車の車内や車体外に取り付けて、車窓や地面に投影照射を行い、
該レンズヘッドに一つのレンズを内設し、また投射光源をレンズ後方に取り付け、これに
より投射される光線はレンズを経て変化し、一種の警告表示作用を持つ光線、文字、図形
に変換することを特徴とする自動車安全投影ライトとしている。
　請求項２の考案は、前記のレンズは、数個の平行並列する柱形レンズであることを特徴
とする請求項１記載の自動車安全投影ライトとしている。
　請求項３の考案は、前記のレンズは、くり貫きの文字や図形を有する一つの凸レンズで
あることを特徴とする請求項１記載の自動車安全投影ライトとしている。
　請求項４の考案は、前記のレンズは、一つの光透過性の液晶ディスプレイであり、該レ
ンズ上の文字や画像は一つの集積回路によって制御されて画像表示されることを特徴とす
る請求項１記載の自動車安全投影ライトとしている。
　請求項５の考案は、前記のレンズヘッドは柱状を成し、一つの外殻体部の上に架け渡し
配置され、その上下投射角度を調節でき、更に、一つの外殻体部によって自動車の適当箇
所に固定もしくは粘着し、同時にレンズヘッド後方に設けた投射光源に連接する電線は、
自動車内の関連する制御回路と相互に接続することを特徴とする請求項１記載の自動車安
全投影ライトとしている。
　請求項６の考案は、前記外殻体部は、一つの設置台と、一つのレンズ台と、一つの外殻
により構成され、その内のレンズ台は設置台上に跨り配置枢着され、更に、外殻によって
包み込まれ、設置台と結合して一体となり、並びに該レンズ台によってレンズヘッドを固
定することを特徴とする請求項５記載の自動車安全投影ライトとしている。
【考案の効果】
【０００７】
　前述の構造を実施する場合、それは一つの起動信号を受信したり電源を入れると回路が
形成され、投射光源が即刻光り、且つ該投射光源が投射する光線は前方のレンズヘッドの
作用を経た後、光線を幾何学線または文字と図形の光に変換し、自動車本体の車窓や両側
や後方の地面上等の比較的目立つ場所に投射し、ウィンカー、ブレーキランプ、故障表示
、走行説明、緊急時等の安全補助信号とすることが可能である。同時にこれにより投射さ
れたライト信号は、拡大され別の車両の阻止を防止する効果を持ち、自動車が元々持つラ
イト信号以外の別のライト信号を提供して人に観察させることが可能である故、一秒早く
人にこの警告表示ライト信号を見せる事ができ、相手に一秒多い反応時間を与え、その走
行車の安全を確保する。その他の警告語や緊急信号や広告さえも投射することが可能とな
り、該製品の実用性と経済価値を向上させる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００８】
　まず、図１に示す通り、本考案の自動車安全投影ライト１０は、一つの外殻体部１１と
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、一つの投射光源１２（LED発光ダイオード、レーザーダイオード）と、一つのレンズヘ
ッド１３とにより構成され、それは自動車の車内または車体外に取り付け、車窓や地面に
投影照射を行う。その特徴は、該レンズヘッド１３に一つのレンズ１３１を内設し、投射
光源１２はレンズ１３１後方に取り付けてある為、投射される光線はレンズ１３１を経て
変化し、一種の警告表示作用を備えた光線、文字、図形に変換することにある。
【０００９】
　図１に述べた構造において、その内のレンズ１３１は、数個の平行並列する柱形レンズ
であり、投射光源１２によって照射された光線は一本線の形態に変換され地面３０上に投
射される。また、本実施例中のレンズヘッド１３は、外殻体部１１の上に架け渡され配置
されている為、その投射角度を上下調節でき、更に、一つの金属体１４によって自動車２
０の適当箇所（例えば図２は図１の構造装置を車外のサイドミラー２１近くに取り付けた
ものであり、図３は、それは直接自動車２０のサイドライトカバー２２を本考案の自動車
安全投影ライト１０の外殻体部１１とし、投射光源１２を組み合わせたレンズヘッド１３
をその中に嵌入組み合わせて構成する）に固定もしくは粘着し、同時にレンズヘッド１３
の後方に設けた投射光源１２の電線は、自動車２０内の関連する制御回路または別に設置
したスイッチと接続して操作制御し、便利に使用する目的を達成する。
【００１０】
　前述の通り、本考案中の外殻体部１１は、一つの設置台１１１と、一つのレンズ台１１
２と、一つの外殻１１３により構成され、その内のレンズ台１１２は設置台１１１上に跨
り配置枢着し、更に、外殻１１３によって包み込み、並びに設置台１１１と結合して一体
とし、また投射光源１２はレンズヘッド１３内に組み込んだ後、更に外殻体部１１のレン
ズ台１１２内に貫通固定される。
【００１１】
　図４に示すとおり、その内のレンズ１３１は、表面印刷作製またはくり貫き（光透過）
の文字や図形を貼付した凸レンズ（文字や図形外のエリアは光非透過、または引っ繰り返
すと文字や図形は光非透過）である。また本実施例において、一つの方向指示矢印を例を
挙げると、それは投射光源１２から照射される光線を一つの矢印の図形に変換し地面や車
窓（後方風防止ガラス）上に投射している。
【００１２】
　図５に示すとおり、その内のレンズ１３１は一つの光透過性の液晶ディスプレイであり
、該レンズ１３１上の文字や画像（本図に示したのは一つの三角形警告表示マークである
）は、一つの集積回路１３１１によって制御されて表れ、且つその内の文字や画像は、プ
ログラム設計及び異なる駆動信号の入力に基づいてそれが表示する画面を変更し、後方窓
の比較的目立つ位置に投影照射し、変化する動画映像の設計さえも可能である。また、同
一の自動車安全投影ライト１０は多種の表示効果と機能を有する。例えば、走行方向指示
、故障表示ＳＯＳ緊急信号、タクシー会社の電話番号やその他商品名称、商標等も表示可
能であり、該製品の新規性と実用性を向上させる。
【００１３】
　前述した構造を実施する場合、本考案の自動車安全投影ライト１０は一つの起動信号を
受信し、電源を入れると回路が形成され、投射光源１２は即刻光る。且つ、該投射光源１
２が投射する光線は前方のレンズヘッド１３の作用を経た後、元々点状または柱状の光線
を幾何学線（横線）または文字と図形の光に変換し、また、自動車２０本体の車窓や両側
や後方の地面上等の比較的目立つ場所に投射し、ウィンカー、ブレーキランプ、故障表示
、走行説明、エスオーエス等の安全補助信号とすることができる（図２から図５の実施例
参照）。同時にこれにより投射された一つのライト信号は、拡大され別の車両により遮ら
れるのを防止する効果を持ち、自動車が元々持つライト信号以外の別のライト信号を提供
して外界者に観察させることが可能である故、一秒早く人にこの警告表示ライト信号を見
せる事ができ、相手に一秒多い反応時間を与え、その走行における安全性を確保する。ま
た、その他の警告語や緊急信号や広告さえも投射することが可能であり、該製品の実用性
と経済価値を向上させる。
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【００１４】
　前述に開示した実施例の形状、構造は、本考案の多くの可能な実施例におけるいくつか
の実施例にすぎず、よって、本考案の実用新案登録請求の範囲をこれに制限するものでは
なく、本考案の構想思考を離れない全ての条件の下、各部品を、技術領域人員の理解する
類似または同等の部品に代替可能である。
【００１５】
　前述をまとめると、本考案の自動車安全投影ライトは、確実に走行の安全性を向上させ
る補助ライト信号であり、緊急時や広告とすることができる使用効果は、製品の実用性や
経済価値を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本考案の実施例に関する立体分解図である。
【図２】図１の実施例に関する使用状態図である。
【図３】本考案のもう一つの実施例に関する使用状態図である。
【図４】本考案の別の実施例に関する立体図である。
【図５】本考案の更に別の実施例に関する立体図である。
【符号の説明】
【００１７】
１０　自動車安全投影ライト
１１　外殻体部
１１１　設置台
１１２　レンズ台
１１３　外殻
１２　投射光源
１３　レンズヘッド
１３１　レンズ
１３１１　集積回路
１４　金属体
２０　自動車
２１　サイドミラー
２２　サイドライトカバー
３０　地面
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